　　　　　　　　　　　　「ある町の高い煙突」の紹介
2019年の春に映画化される本書は、50年前の1969年に出版されました。著者は、直木賞作家の新田次郎です。日立製作所と日専校は、1910年に生まれましたが、その当時の社会問題であった銅山の煙害がテーマです。日立鉱山の周辺地域を舞台に、被害者・加害者両面の視点で、煙害解決に取り組む誠意と忍耐を描いています。最終的には、大正3年（1914年）の暮れに156メートル（海抜481メートル）の大煙突が完成します。
私なりのキーワードは、「①銅山の煙害克服（自然環境保護、世界一の巨大煙突）、②共存共栄（企業の社会的責任、先祖代々の村・家を守る）、③勇気と忍耐、④国産技術力の挑戦と当時の科学の限界」です。煙害の被害地域には、助川、宮田、滑川、小木津だけでなく、成沢、油縄子、諏訪など日専校の周辺も出てきます。日立製作所が生まれた当時の日立周辺は、どんな状態だったのだろうかと思いながら、この本を読み進めて行きました。本書に関する情報を以下5点、紹介します。
1 主人公と主な登場人物
主人公は、関根三郎（俳優：井手麻渡、あさと）です。元、水戸の菊池家の三男。12歳で、神峯山（587メートル）と高鈴山（623メートル）の間にある入四間村（いりしけんむら、村民約450人）の名主の家に養子に入ります。その背景ですが、関根家の娘「みよ」が、両親に死なれて、祖父（仲代達矢）と祖母に育てられます。関根家を継ぐために、将来の結婚相手を前提に、三郎が義兄（9歳年上）として迎えられました。本書は、三郎が17歳～27歳（みよ：8歳～18歳）までの約10年間（明治38年、1905年～大正4年、1915年）の出来事を扱っています。
その他、3人を紹介します。①加屋淳平（渡辺大）。銅山の会社側のエンジニアで、良心的な人物。②その妹の千穂（結核になる）。③木原鉱業所社長、木原吉之助（吉川晃司）。この木原は、実は、久原（くはら）房之助のことです。以前は赤沢銅山と呼ばれていたこの地を、久原は、日立鉱山と改名し、粗鉱、銅の本格的な開発を始めます。その為、煙害も拡大することになり、最終的に、社運を賭けて、大煙突を建設します。因みに、大煙突が完成した時、久原は45歳です。（明治2年生まれで、95歳まで生きました。）日立の創業社長である小平浪平氏は、小坂鉱山で働いた後、この日立鉱山の創成期に活躍します。日立鉱山で使用する機械の修理製造部門から、日立製作所が生まれたのは、ご存知の通りです。
2 煙害とその対応策
煙害とは、銅を取る時に出る黄色い煙（亜硫酸ガス）による人体、農作物、自然に対する被害です。その対応策として、次の3つの段階が考えられます。①補償：煙害が出てしまった以上、農作物の被害などに対し、損害賠償として補償しなければならない。②煙を避ける対策：煙が工場から排出されるのは、やむを得ないとしても、農作物や人体に影響を及ぼさないよう、煙が周辺の地域に流れない対策を行う。このアプローチが、大煙突建設につながります。③抜本解決：そもそも、煙が工場から外に出ないように、抜本的な解決策を生み出す。大煙突完成から37年後の昭和26年（1951年）に、排煙利用硫化製造工場が完成し、煙害対策に終止符が打たれました。
3 当時の社会情勢
日立鉱山設立時の前後に着目すると、1904～1905年に日露戦争が起こり、1914年に第一次世界大戦が勃発しています。鉛や銅は、弾丸や兵器を作る上での重要な鉱物で、銅の需要が急増した時代です。日本も軍備拡張時代に入っていました。
銅山の公害は、当時既に知られていました。例えば、足尾銅山の鉱毒事件、別子銅山、小坂銅山などです。村民が一方的に被害を訴えるだけではなく、政府、企業もこの課題に取り組まなければならないという問題意識を持っています。例えば、大正2年（1913年）に、政府から「亜硫酸ガスの濃度を千分の1.5にせよ」との命令が出され、日立鉱山で、これを契機に、高さ36メートルの、いわゆる「命令煙突」が作られました。しかし、これが大失敗。煙突から吐き出された煙は、空高く昇って行かず、村に流れて行き、被害は、かえって拡大していくあり様でした。会社も必死に課題解決に向けて努力していますが、科学技術が、課題解決に十分追いつける状況でもなかった事情もうかがえます。
実は、このような煙突は、当時はまだ、先進欧米諸国の技術者を招き、その設計と指揮のもとに、建設されていました。しかし、この大煙突が、日立鉱山工作課の設計により、日本人だけの手によって完成されたことは、特筆すべきです。
4 高い煙突が生まれた背景
排出された煙は、空気より重たい為に沈んで、低地の集落方向に降りていきます。その結果、葉タバコ（国税収入としても重要）や樹木が枯れ、はげ山となり、土砂の崩壊につながります。林業や農業が不可能な状態になり、集落の移転さえ検討される事態に追い込まれていきます。

本書に、逆転層という用語が出てきます。逆転層とは、温度が高い層で、そこにぶつかると、煙が上に抜けずに、下に降りてくる。「もし、逆転層を突き抜けて、強い風が常時吹いている層まで、煙突を高くできれば、煙害を防げるのでは」という解決案が出ます。しかし、一方で、別の技術者からは、「煙が一層拡散し、煙害地域を拡大する危険がある。高い煙突を作るべきではない。」という意見も出ます。科学技術も試行錯誤しながら、時間と共に進化していく様子が分かります。
今のままでは、村の農作物、村民に多大なる被害が出て、村に住めなくなる。富国強兵、工業発展の為にも、銅の製造を継続せざるをえないという国、企業の大方針は譲れない。高い煙突が、問題解決に有効かどうか、科学的に確証が持てない中で、多大な費用を掛けるのは躊躇される。被害、加害側共に、迷い、悩み、もがきながらも、決して軸をぶらさず、情熱と信念を持ち続け、自分たちが主体となって、課題解決に向かおうとする姿勢に心を打たれます。　　
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工学部を卒業し、気象庁に就職。満州の気象台で終戦を迎え、抑留生活を経験し帰国。その後、小説の創作活動を開始。気象と関係の深い煙害に興味を持った事が、本著作につながりました。　以上
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